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麻
布
米
軍
ヘ
リ 

基
地
撤
去
要
求
集
会 

 

５月８日（ 日 ） 

13時30分～ 

立川柴中会公会

堂 

定
期
総
会
の
ご
案
内 

 

「
そ
の
不
屈
の
精
神
と

た
ゆ
ま
ぬ
研
鑽
」 

 

毎
年
４
月
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
港
区
の
麻
布
米
軍
ヘ

リ
基
地
の
撤
去
を
求
め
る
集

会
は
、
今
年
で
４
９
回
目
に

な
り
、
４
月
１
８
日
夕
刻
に
、

基
地
に
隣
接
す
る
港
区
の
青

山
公
園
で
約
１
５
０
人
が
集

ま
っ
て
、
意
気
高
く
、
行
わ

れ
ま
し
た
。 

集
会
の
実
行
委
員
会
か
ら
、

同
基
地
へ
の
米
軍
ヘ
リ
の
発

着
航
路
の
実
態
調
査
を
写
真

な
ど
に
基
づ
い
て
、
防
衛

省
・
外
務
省
や
東
京
都
に
高

度
や
コ
ー
ス
の
是
正
の
交
渉

を
し
た
報
告
が
あ
り
ま
し
た

が
、
私
た
ち
横
田
の
防
衛

省
・
外
務
省
交
渉
と
同
じ
で
、

当
局
側
は
「
違
反
の
飛
行
が

あ
っ
た
事
実
は
確
認
で
き
な

い
」「
米
軍
の
行
動
に
介
入
す

る
権
限
が
な
い
」
な
ど
無
責

任
な
態
度
で
終
始
し
て
い
ま

す
。  

麻
布
ヘ
リ
基
地
の
場
合
は
、

ヘ
リ
基
地
に
都
が
提
供
し
た

土
地
の
返
還
に
関
し
て
米

軍
・
国
・
都
の
三
者
協
定
が

あ
る
の
に
サ
ボ
ら
れ
続
け
と

い
う
問
題
も
あ
る

の
で
す
が
、
実
行

委
員
会
の
人
た
ち

は
、
さ
ら
に
実
態

調
査
を
積
み
重
ね
、

ま
た
、
相
手
の
逃

げ
口
を
塞
ぐ
た
め

の
別
の
切
り
口
を

探
る
な
ど
し
て
、

交
渉
を
前
進
さ
せ

た
い
と
語
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
不
屈
の
精

神
と
た
ゆ
ま
ぬ
研

鑽
の
姿
勢
に
は
、

私
た
ち
も
大
い
に

学
ば
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し

た
。 

沖
縄
か
ら
は
辺
野
古

の
住
民
監
視
船
「
平
和
丸
」

の
女
性
船
長
さ
ん
、
横
田
か

ら
は
西
多
摩
撤
去
の
会
の
寉

田
さ
ん
、
基
地
反
対
の
若
手

弁
護
士
の
会
、
都
議
団
、
区

議
団
な
ど
ス
ピ
ー
チ
も
あ
り
、

東
京
都
に
米
軍
基
地
を
許
さ

な
い
運
動
の
連
帯
を
強
め
る

た
め
の
大
変
意
義
あ
る
集
会

で
し
た
。 

（
昭
島
市
・
盛
岡
） 

 

横
田
基
地
の
変
貌
は
目
を

見
張
る
ほ
ど
で
す
。 

最
新
鋭
の
戦
闘
機
が
２
０

機
も
飛
来
し
た
り
、
特
殊
部

隊
を
輸
送
す
る
オ
ス
プ
レ
イ

の
配
備
が
予
定
さ
れ
た
り
、

日
米
の
共
同
指
揮
所
演
習
が

日
常
的
に
行
わ
れ
た
り
、
年

間
５
０
０
人
も
の
パ
ラ
シ
ュ

ー
ト
降
下
訓
練
が
行
わ
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

中
で
近
隣
住
民
の
不
安
が
一

層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

総
会
に
は
多
く
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
と
、
こ
れ
か
ら
に
つ

い
て
豊
か

な
議
論
を

行
い
、
活
動

方
針
を
打

ち
出
し
た

い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 

ニュース No.28 
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自
治
体
で
の
オ
ス
プ
レ

イ
の
話
題
は
・
・
・
？ 

 
 

    

武
蔵
村
山
市
で
は
「
Ｃ
Ｖ
２

２
は
、
人
道
支
援
・
災
害
救
援

活
動
の
役
割
も
担
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
受
け
止
め
ざ
る
を

得
な
い
」
こ
れ
は
、
３
月
市
議

会
・
一
般
質
問
で
の
市
長
答
弁

で
す
。
市
は
こ
れ
ま
で
「
防
衛

問
題
は
国
の
専
管
事
項
」
を
繰

り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回

は
じ
め
て
受
け
入
れ
を
容
認

し
ま
し
た
。 

ま
た
、
人
道
支
援
・
災
害
救

援
活
動
の
役
割
を
担
う
と
い

う
の
は
事
実
誤
認
で
す
。
防
衛

省
の
資
料
に
よ
る
と
「
Ｃ
Ｖ
２

２
は
米
軍
特
殊
部
隊
の
輸
送

が
主
な
任
務
」、「
大
規
模
災
害

が
発
生
し
た
場
合
、
…
人
道
支

援
・
災
害
救
援
活
動
を
行
う
事

が
で
き
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、

〝
担
う
〟
と
は
説
明
し
て
い

ま
せ
ん
。
他
に
も
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
瑞

穂
工
場
の
整
備
拠
点
化
な
ど

で
エ
ン
ジ
ン
部
品
を
米
国
か

ら
空
輸
さ
れ
る
可
能
性
も
踏

ま
え
て
、
騒
音
測
定
の
強
化
な

ど
を
要
望
し
ま
し
た
。 

こ
の
間
の
基
地
機
能
の
強

化
は
安
倍
政
権
に
よ
る
戦
争

法
の
具
体
化
で
す
。
こ
の
ま
ま

で
は
横
田
基
地
が
テ
ロ
の
標

的
に
な
る
危
険
性
も
現
実
味

を
帯
び
て
き
て
い
ま
す
。
被
害

に
巻
き
込
ま
れ
る
の
は
一
般

市
民
で
す
。
沖
縄
の
戦
い
に
学

び
、
思
想
信
条
の
違
い
を
超
え

て
一
人
ひ
と
り
が
声
を
あ
げ

る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
で

す
。 

     

昭
島
市
で
は
３
月
議
会
、
日

本
共
産
党
の
佐
藤
あ
や
子
議

員
は
、
橫
田
基
地
に
戦
闘
機
の

飛
来
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
瑞
穂
工
場
に
て

戦
闘
機
の
エ
ン
ジ
ン
組
み
立

て
工
場
の
新
設
、
橫
田
基
地
へ

の
ゲ
ー
ト
の
設
置
、
オ
ス
プ
レ

イ
配
備
計
画
な
ど
、
軍
事
拠
点

と
し
て
変
貌
し
て
い
る
実
態

を
市
長
に
突
き
つ
け
、
市
長
が

今
議
会
で
「
オ
ス
プ
レ
イ
配
備

が
な
さ
れ
る
も
の
と
受
け
止

め
ざ
る
を
得
な
い
」
と
配
備
を

容
認
す
る
姿
勢
を
明
ら
か
に

し
た
事
を
糾
弾
し
ま
し
た
。 

私
は
米
軍
機
の
飛
行
直
下

に
住
む
昭
島
市
民
の
、
騒
音
・

事
故
・
事
件
等
市
民
生
活
に
高

ま
る
リ
ス
ク
や
、
日
米
合
意
を

遵
守
で
き
る
の
か
、
と
市
長
を

詰
め
ま
し
た
。 

市
長
は
「
昭
島
市
民
は
長
年
、

事
故
の
危
険
性
に
さ
ら
さ
れ
、

航
空
機
騒
音
は
甚
大
、
日
常
生

活
の
中
で
騒
音
へ
の
悩
み
、
航

空
機
事
故
へ
の
不
安
は
尽
き

な
い
」
と
認
識
を
示
し
な
が
ら
、

一
方
で
「
防
衛
は
国
の
専
管
事

項
で
あ
り
、
地
方
自
治
体
の
長

が
判
断
す
べ
き
も
の
で
な
い

こ
と
は
自
明
の
こ
と
」
と
答
え

て
い
ま
す
。 

 

私
は
「
国
の
専
管
事
項
と
い

う
市
長
の
発
言
は
問
題
か
ら

の
回
避
で
あ
る
、
逃
げ
な
い
で

市
民
の
福
祉
暮
ら
し
を
守
る

立
場
に
立
つ
べ
き
」
と
追
及
し

ま
し
た
。
昭
島
市
長
が
オ
ス
プ

レ
イ
配
備
を
容
認
し
た
事
は

許
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
今
後

も
私
達
は
厳
し
く
追
及
し
て

い
き
ま
す
。 

      

「
横
田
基
地
対
策
に
関
す

る
要
望
書
」
と
い
う
も
の
を

「
横
田
基
地
に
関
す
る
東
京

都
と
周
辺
市
町
連
絡
協
議
会
」

が
米
軍
と
日
本
政
府
に
２
０

１
４
年
と
２
０
１
５
年
に
出

し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
要
望
書
を
も
と
に
先

の
立
川
市
３
月
議
会
で
質
問

を
し
ま
し
た
。
「
要
望
書
に
は

オ
ス
プ
レ
イ
に
つ
い
て
の
迅

速
で
正
確
な
情
報
提
供
を
行

う
と
し
て
い
る
が
、
情
報
提
供

が
遅
い
こ
と
や
、
昨
年
の
ハ
ワ

イ
で
の
事
故
の
新
た
な
映
像

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
提

供
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
見
る

と
着
地
と

同
時
に
両

翼
が
折
れ

そ
の
後
爆

発
し
て
い

る
、
欠
陥
航

空
機
の
証

で
は
な
い

か
」
と
た
ず

ね
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ

い
て
は
「
事

故
の
詳
細

に
つ
い
て
は
ま
だ
分
か
ら
な

い
部
分
が
多
い
く
、
説
明
を
再

三
申
し
入
れ
て
い
る
」
と
答
弁

し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
こ
の
要
望
書
に
は

「
日
米
地
位
協
定
と
そ
の
運

用
に
つ
い
て
適
切
な
見
直
し

を
行
う
こ
と
」
と
い
う
こ
と
も

９
項
目
に
渡
り
詳
細
に
記
し

て
い
ま
す
。
大
変
重
要
な
内
容

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
行
政
ば

か
り
に
任
せ
て
い
な
い
で
私

た
ち
地
域
住
民
も
し
っ
か
り

と
運
動
に
取
り
入
れ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

武蔵村山市議 

内野なおき 

昭島市議 

熊崎真智子 

立川市議 

大 沢 豊 
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日
米
韓
首
脳
会
談 

 

首
相
が
表
明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

安
保
関
連
法
は
３
月
２
９

日
に
施
行
さ
れ
た
。
４
月
１

日
の
東
京
新
聞
に
よ
る
と
、

そ
の
２
日
後
の
３
１
日
の
日

米
韓
首
脳
会
談
で
、
安
部
首

相
は
「
安
全
保
障
分
野
に
お

け
る
日
米
韓
３
ヶ
国
の
協
力

を
、
目
に
見
え
る
形
で
具
体

的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
」
と
表
明
し
、
日
本
が

軍
事
面
で
積
極
的
な
役
割
を

果
た
す
姿
勢
を
鮮
明
に
す
る
。 

 

首
相
の
念
頭
に
は
、
安
保

法
に
基
づ
き
、
集
団
的
自
衛

権
行
使
を
想
定
し
た
共
同
訓

練
や
情
報
共
有
の
大
幅
強
化

と
一
元
化
、
軍
事
計
画
の
協

議
な
ど
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。 

 

  

戦
闘
現
場
近
く
に
展
開
す

る
米
軍
な
ど
へ
の
戦
闘
の
支

援
、
米
艦
防
護
な
ど
大
幅
な

活
動
拡
大
で
自
衛
隊
員
の
リ

ス
ク
は
増
え
る
。
こ
う
し
た

問
題
に
政
権
は
国
民
に
何
も

説
明
し
て
い
な
い
。 

 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と 

戦
争
す
る
国
づ
く
り 

 

今
年
の
「
平
和
ブ
ラ
ン
ド

講
演
会
」
は
、
経
済
研
究

者
・
友
寄
英
隆
氏
に
講
演
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
こ
の
講

演
会
は
、
立
川
９
条
の
会
・

立
川
平
和
委
員
会
・
横
田
基

地
問
題
を
考
え
る
会
・
立
川

革
新
懇
・
錦
法
律
を
知
る

会
・
平
和
を
め
ざ
す
戦
争
展

実
行
委
員
会
が
主
催
し
ま

し
た
。 

 

 

友
寄
氏
は
講
演
の
中
で
、 

①
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）

は
停
滞
し
、
勤
労
者
所
得
は

年
々
下
が
り
、
貧
困
・
格
差

は
広
が
り
、
「
経
済
の
二
極

化
」
が
拡
大
し
て
い
る
。 

②
円
安
・
株
高
の
追
求
は

「
株
式
資
本
主
義
化
」
で
、

海
外
の
金
融
変
動
に
弱
い

体
質
を
も
た
ら
し
て

い
る
。 

③
安
倍
内
閣
の
も
と
、

「
原
発
推
進
」
と
「
経

済
の
軍
事
化
」
が
急

激
に
進
み
は
じ
め
て

い
る
。 

 

世
界
的
に
も
貧
困

と
格
差
が
広
が
り
政

治
的
対
決
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
こ
と
も

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。 

 

安
倍
政
治
の
も
と
、

「
戦
争
法
廃
止
・
国

民
生
活
守
れ
」
の
広

範
な
国
民
運
動
が
起

き
て
い
る
こ
と
に
確

信
を
持
ち
、
参
議
院

選
挙
で
野
党
連
合
で

安
倍
内
閣
打
倒
に
向

か
っ
て
頑
張
ろ
う
と

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

安
保
協
力 

「
目
に
見
え
る
形
で
」 

 

日米首脳会談  

・ ＴＰＰを日米で主導 

・ 米軍普天間飛行場は辺

野古移設が唯一の解決

策 

首
相
の
発
言
内
容
骨
子 

日米韓首脳会談  

・安保分野での協力を目に見える形で具

体的に進めることが重要 

・北朝鮮の核・ミサイル問題で緊密に連

携。拉致問題への理解と支持を要請 

・テロを断固非難。暴力的過激主義対策

で、非軍事面での支援実施 



（4）     2016年 04月 30日                 横田基地問題を考える会ニュース        No.28 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011年度 715日 

2012年度 854日 

2013年度 915日 

2014年度 1,265日 

Ｃ
Ｖ
２
２
オ
ス
プ
レ
イ
は

米
軍
特
殊
部
隊
４
３
０
名

と
一
緒
に
配
備 

 

Ｃ
Ｖ
２
２
は
２
０
１
７
年
度

に
３
機
、
そ
の
後
、
合
計
１
０

機
配
備
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。 

 

特
殊
部
隊
は
、
他
国
の
奥
深

く
に
潜
入
し
、
要
人
の
拉
致
や

暗
殺
な
ど
を
任
務
と
す
る
危
険

な
部
隊
で
、
日
本
の
防
衛
と
は

全
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。 

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で
の
人
員

降
下
や
物
資
投
下
訓
練 

横
田
で
も
東
富
士
で
も 

 

３
月
２
日
、
横
田
基
地
で
５

０
０
ｍ
と
２
，
０
０
０
ｍ
か
ら

の
人
員
降
下
訓
練
が
行
わ
れ

た
。
同
時
に
砂
袋
の
投
下
訓
練

も
。 

 

２
月
２
日
、
東
富
士
演
習
場

で
、
パ
レ
ッ
ト
や
パ
ラ
シ
ュ
ー

ト
を
回
収
す
る
写
真
が
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

米
本
土
か
ら
オ
ス
プ
レ

イ
が
横
田
基
地
に
飛
来 

 

３
月
７
日
、
カ
リ
ホ
ル
ニ
ア
州
ミ
ラ

マ
ー
基
地
所
属
で
強
襲
揚
陸
艦
ボ
ク
サ

ー
の
艦
載
機
オ
ス
プ
レ
イ
が
横
田
基
地

に
飛
来
し
た
。
米
本
土
で
は
危
険
な
住

宅
密
集
地
で
の
飛
行
・
訓
練
は
許
さ
れ

て
い
な
い
。 

米
韓
が
過
去
最
大
規
模

の
合
同
演
習
を
実
施 

最
新
鋭
戦
闘
機
２
０
機

が
横
田
基
地
に
飛
来 

 

１
月
２
０
日
～
２
５
日
、
米

ア
ラ
ス
カ
州
エ
ル
メ
ン
ド
ル
フ

基
地
所
属
の
最
新
鋭
戦
闘
機
Ｆ

２
２
が
１
４
機
、
米
ア
ラ
ス
カ

州
所
属
の
Ｆ
１
６
が
６
機
飛
来

し
た
。
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
戦
闘

機
の
飛
来
は
異
例
で
、
多
く
の

市
民
が
そ
の
騒
音
に
驚
く
。 

 

こ
れ
は
日
本
政
府
に
事
前
通

告
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
中

谷
防
衛
庁
長
官
は
「
米
軍
の
抑

止
力
と
…
」
歓
迎
し
て
い
る
。 

日
米
共
同
訓
練
２
０
１
４
年

度
は
１
，
２
６
５
日 

日米合同訓練は年々増加しているが、2014

年度は多国間共同訓練への積極的参加が含ま

れて、一段の訓練増の原因となっている。 

米
軍
Ｃ
Ｖ
オ
ス
プ
レ
イ

の
施
設
建
設
費
を
計
上 

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
が
基

地
外
に
降
下 

 

３
月
２
２
日
、
東
富
士
演

習
場
で
横
田
基
地
所
属
の
Ｃ

１
３
０
に
よ
る
パ
ラ
シ
ュ
ー

ト
降
下
訓
練
中
に
、
一
人
が

基
地
外
の
工
場
駐
車
場
に
降

下
し
た
。
近
く
は
高
速
道
路

が
あ
る
危
険
な
場
所
。 

横
田
基
地
の
ヘ
リ 

調
布
飛
行
場
に
緊
急
着
陸 

 

２
月
２
９
日
、
横
田
基

地
所
属
の
Ｕ
Ｈ
１
Ｎ
ヘ

リ
が
、
エ
ン
ジ
ン
警
告
灯

が
点
灯
し
た
た
め
、
調
布

飛
行
場
に
緊
急
着
陸
。
３

月
４
日
に
横
田
基
地
に

帰
還
し
た
。 

F-22A 

米
国
防
総
省
は
２
０
１
７

年
度
予
算
案
に
横
田
基
地
の

施
設
建
設
費
を
計
上
し
た
。 

①
駐
機
場
②
格
納
庫
③
運

用
・
貯
蔵
施
設
④
シ
ュ
ミ
レ
ー

タ
ー
の
４
項
目 

２
０
１
７
年
度
か
ら
２
０
１

９
年
１
０
月
ま
で
の
工
期
。 

米
韓
合
同
訓
練
は
、
毎
年
春
に
行

わ
れ
て
き
た
。
今
年
は
、
３
月
７
日

～
４
月
３
０
日
、
米
軍
約
１
万
７
千

名
、
韓
国
軍
約
３
０
万
名
で
共
同
軍

事
演
習
を
行
っ
て
い
る
。 

こ
れ
に
対
し
て
北
朝
鮮
の
国
防
委

員
会
は
、
北
朝
鮮
の
最
高
首
脳
を
狙

う
「
斬
首
作
戦
」
も
含
ま
れ
て
い
る

と
指
摘
し
、
核
攻
撃
手
段
が
常
に
発

射
待
機
状
態
に
あ
る
と
主
張
し
て
い

る
。 

  

横
田
基
地 
 

 
 

の
動
き 


